
 

　　令和６年度第５回会津若松市地域公共交通会議　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　日　時：令和７年１月29日（水) 10時 00分～

　　　　　　　　　　　　　　場　所：生涯学習総合センター（會津稽古堂）多目的ホール

次　　　第

１．開　　会

２．会長あいさつ

３．議　　事

　（１）議案第９号  地域公共交通確保維持改善事業に関する一次評価（案）について

　（２）議案第10号 北会津地域内交通ふれあい号の運賃改定について

　（３）報告第７号  第１回会津若松市運賃協議分科会の協議結果について

(４) その他　　　

４．そ の 他

５．閉　　会



会津若松市地域公共交通会議 委員・事務局名簿

  （任期：令和６年３月23日～令和８年３月22日）　　

委　　　　員
出席者

No 区分 団体・機関等 所属団体役職 氏　　名 役職

1
一般乗合旅客自動車
運送事業者の代表

会津乗合自動車
株式会社

代表取締役社長 佐藤　俊材 佐藤　俊材

2
一般貸切旅客自動車運
送事業者の代表

イズミ交通株式会社 代表取締役 坂内　金一 五十嵐　正人

3
一般乗用旅客自動車
運送事業者の代表

会津交通株式会社 代表取締役 吉田　正寿 吉田　正寿

4 一般旅客自動車運送事業者
の組織する団体の代表

公益社団法人
福島県バス協会

専務理事 宍戸　紳一郎 宍戸　紳一郎

5
一般旅客自動車運送事業者
の組織する団体の代表

一般社団法人
福島県タクシー協会

専務理事 菊田　善昭 （欠席）

6 鉄道事業者の代表
東日本旅客鉄道

株式会社東北本部

企画総務部経営戦略
ユニット企画課長

小池　靖人 （欠席）

7 鉄道事業者の代表 会津鉄道株式会社 常務取締役 佐藤　喜市 佐藤　喜市

8 住民（又は利用者）の代表 会津若松市区長会 副会長 渡部　美次 副会長 渡部　美次

9 住民（又は利用者）の代表
会津若松市
老人クラブ連合会

社会奉仕厚生部長 折笠　敏夫 折笠　敏夫

10 住民（又は利用者）の代表 真珠の会 会計監査 武田　典子 監事 （欠席）

11 住民（又は利用者）の代表 公募委員 簗田　直幸 簗田　直幸

12 住民（又は利用者）の代表 公募委員 山田　利彦 山田　利彦

13 住民（又は利用者）の代表 公募委員 依田　みき （欠席）

14
国土交通省東北運輸局
福島運輸支局長が
指名する者

国土交通省
東北運輸局
福島運輸支局

首席運輸企画専門官 黒田　雅樹 黒田　雅樹

15
国土交通省東北地方整備局
郡山国道事務所長が
指名する者

国土交通省
東北地方整備局
郡山国道事務所

調査課長 高橋　智巳 伊勢谷 憲一

16
旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が
組織する団体の代表

会津乗合自動車労働組合 執行委員長 遠藤　章 遠藤　章

17
旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が
組織する団体の代表

全福島ハイヤータクシー
労働組合　会津交通支部

執行委員長 出羽　東 出羽　東

18
福島県会津地方振興局長が
指名する者

福島県会津地方振興局
県民環境部副部長兼
県民生活課長

諏訪　慎弥 諏訪　慎弥

19
福島県会津若松
建設事務所長が指名する者

福島県会津若松
建設事務所

企画調査課長 浅野　正生 清水　朝史

20
福島県会津若松警察署長が
指名する者

福島県会津若松警察署 交通第一課長 渡辺　貴智 海津　伸一郎

21
会津若松商工会議所会頭が
指名する者

会津若松商工会議所 専務理事 三橋　明伸 監事 （欠席）

22 学識経験者
福島大学経済経営学類
前橋工科大学学術研究院

教授
特任教授

吉田　樹 （欠席）



23

自家用有償旅客運送を
行っている特定非営利活動
法人等の団体に所属する
者のうちその代表者が
指名する者

特定非営利活動
法人みんなと湊
まちづくり
ネットワーク

事務局長 坂内　美智男 （欠席）

24 会津若松副市長 会津若松市 副市長 目黒　要一 会長 目黒　要一

25 会津若松市企画政策部長 会津若松市 企画政策部長 佐藤　浩 副会長 佐藤　浩

＜オブザーバー＞

（関係市町村）喜多方市地域振興課 副主査 渡部 秀明、会津美里町政策財政課 （欠席）、

                  会津坂下町政策財務課 副主査 大竹 秀弥、湯川村総務課 （欠席）

（一般乗合事業者）会津乗合自動車株式会社 輸送管理課長 安部 和人、合資会社 広田タクシー（欠席）

                会津通商株式会社 総務係長 新井田 昌洋、マネージャー 高田 三男

（関 係 団 体）北会津地域づくり委員会なかまづくり部会 部会長 鈴木 伸也、部会員 増子 亮介

（市 関 係 課）河東支所長兼まちづくり推進課長 富樫 明俊、北会津支所長兼まちづくり推進課長 坂内 広文

   ＜ 事 務 局 ＞ 会津若松市企画政策部地域づくり課長 二瓶 祐一、副主幹 佐藤 崇、主任主事 小島 圭貴



 

 

 

 

議案第９号 

 

 
 

 

地域公共交通確保維持改善事業に関する一次評価（案）について 

 

 地域公共交通確保維持改善事業費補助金を活用した下記の事業については、地域公

共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱及び同要領に基づき、市地域公共交通会議

が、バス会計年度の令和６年度事業（令和５年10月～令和６年９月）の実施状況等に

ついて自己評価を行ったうえで、所管地方運輸局に報告することとされていることか

ら、評価（案）について下記のとおり提案する。 

 

記 

 

１．地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金 

・評価（案）は、別紙１のとおり 
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令
和

７
年

１
月

　
日

協
議

会
名

：
会

津
若

松
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前
回
（
２
事
業
年
度
前
）
（
又
は
類
似
事

業
）
の
事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事

業
の

今
後

の
改

善
点

（特
記

事
項

を
含

む
）

金
川

町
・田

園
町

住
民

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

（
金

川
町

児
童

会
館

～
神

明
通

り
～

山
鹿

ク
リ

ニ
ッ

ク
西

）

【前
回

の
評

価
結

果
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・
市

等
の

連
携

に
よ

る
バ

ス
運

行
、

利
用

促
進

、
利

用
者

利
便

性
向

上
の

取
組

を
進

め
る

。
・こ

れ
ま

で
利

用
を

支
え

る
基

盤
と

な
っ

て
い

た
「定

例
ラ

ン
チ

会
」
等

の
地

域
独

自
の

利
用

促
進

策
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

感
染

症
予

防
対

策
を

講
じ

な
が

ら
実

施
を

継
続

し
て

い
く
。

【評
価

結
果

の
反

映
状

況
】

・地
域

・交
通

事
業

者
・市

等
の

連
携

に
よ

る
バ

ス
運

行
、

利
用

促
進

、
利

用
者

利
便

性
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
こ

れ
ま

で
利

用
を

支
え

る
基

盤
と

な
っ

て
い

た
「定

例
ラ

ン
チ

会
」
等

の
地

域
独

自
の

利
用

促
進

策
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

実
情

を
鑑

み
な

が
ら

実
施

し
た

。

A

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

ど
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

B

【目
標

値
】年

間
輸

送
人

員
2,

80
0人

【実
 　

績
】年

間
輸

送
人

員
2,

56
9人

〔達
成

率
91

.8
%〕

【実
施

状
況

】
・当

該
バ

ス
は

公
共

交
通

空
白

地
域

に
お

い
て

、
地

域
住

民
が

運
営

主
体

と
な

り
、

交
通

事
業

者
や

市
、

地
元

ス
ー

パ
ー

が
連

携
し

て
運

行
を

行
う

、
市

内
で

は
先

駆
的

な
取

組
で

あ
る

。
・毎

月
、

定
例

会
を

開
催

し
、

利
用

実
績

等
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
利

用
促

進
策

を
話

し
合

う
な

ど
、

利
用

者
を

起
点

と
し

た
運

行
を

目
指

し
て

い
る

。
・利

用
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
大

型
商

業
施

設
経

由
へ

の
ル

ー
ト

見
直

し
等

、
利

用
促

進
策

の
検

討
を

進
め

て
き

た
。

・当
該

年
度

は
、

町
内

の
人

口
減

少
や

こ
れ

ま
で

利
用

し
て

い
た

方
が

高
齢

化
等

に
よ

り
利

用
で

き
な

く
な

る
な

ど
利

用
者

数
が

減
少

し
た

が
、

「定
例

ラ
ン

チ
会

」や
「乗

車
体

験
ツ

ア
ー

」
な

ど
地

域
独

自
の

利
用

促
進

策
に

取
り

組
ん

で
き

た
こ

と
に

よ
り

、
目

標
の

輸
送

人
員

の
９

割
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

【事
業

の
今

後
の

改
善

点
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・市
等

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

・新
た

な
利

用
者

の
確

保
と

お
で

か
け

機
会

の
増

加
を

図
る

た
め

、
一

部
便

で
商

業
施

設
が

集
積

す
る

エ
リ

ア
を

経
由

す
る

よ
う

変
更

を
行

う
。

【適
切

な
目

標
設

定
】

・令
和

６
年

度
実

績
を

踏
ま

え
つ

つ
、

地
域

の
実

情
や

利
用

促
進

策
を

考
慮

し
た

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
。

米
代

・河
東

線
（
米

代
二

丁
目

～
広

田
駅

前
～

島
）

【前
回

の
評

価
結

果
】

・引
き

続
き

、
冊

子
版

時
刻

表
へ

の
掲

載
等

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
乗

継
割

引
の

実
施

等
に

よ
る

利
便

性
向

上
と

、
乗

り
方

教
室

の
実

施
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

る
。

【評
価

結
果

の
反

映
状

況
】

・地
域

・交
通

事
業

者
・市

等
で

連
携

し
な

が
ら

、
冊

子
版

時
刻

表
へ

の
掲

載
、

乗
り

方
教

室
を

実
施

し
た

。

A

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

ど
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

B

【目
標

値
】年

間
輸

送
人

員
9,

80
0人

【実
  

 績
】年

間
輸

送
人

員
9,

34
9人

〔達
成

率
95

.4
%〕

【実
施

状
況

】
・当

該
バ

ス
は

、
熊

倉
・喜

多
方

線
の

廃
止

代
替

と
し

て
令

和
２

年
10

月
か

ら
運

行
が

開
始

さ
れ

た
路

線
で

あ
る

。
・前

身
の

路
線

で
あ

る
熊

倉
・喜

多
方

線
の

利
用

者
へ

の
周

知
や

冊
子

版
時

刻
表

へ
の

掲
載

、
乗

り
方

教
室

の
実

施
等

に
よ

り
利

用
促

進
を

図
り

つ
つ

、
ま

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
か

ら
の

回
復

な
ど

も
あ

り
昨

年
度

か
ら

利
用

者
は

増
加

し
、

目
標

の
輸

送
人

員
を

概
ね

達
成

で
き

た
。

【事
業

の
今

後
の

改
善

点
】

・引
き

続
き

、
冊

子
版

時
刻

表
へ

の
掲

載
等

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
乗

継
割

引
の

実
施

等
に

よ
る

利
便

性
向

上
と

、
乗

り
方

教
室

の
実

施
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

る
。

【適
切

な
目

標
設

定
】

・令
和

６
年

度
実

績
を

踏
ま

え
つ

つ
、

地
域

の
実

情
や

利
用

促
進

策
を

考
慮

し
た

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
。

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・効
果

達
成

状
況

会
津

乗
合

自
動

車
株

式
会

社

部
内
協
議
を
踏
ま
え
て
、
青
字
箇
所
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

別
紙
１
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令
和

７
年

１
月

　
日

協
議

会
名

：
会

津
若

松
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前
回
（
２
事
業
年
度
前
）
（
又
は
類
似
事

業
）
の
事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事

業
の

今
後

の
改

善
点

（特
記

事
項

を
含

む
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・効
果

達
成

状
況

部
内
協
議
を
踏
ま
え
て
、
青
字
箇
所
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
津

通
商

株
式

会
社

北
会

津
地

域
内

交
通

（
北

会
津

町
真

宮
新

町
）

【前
回

の
評

価
結

果
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・市
等

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

・「
乗

車
体

験
会

」等
の

地
域

独
自

の
利

用
促

進
策

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
感

染
症

予
防

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

を
継

続
し

て
い

く
。

【評
価

結
果

の
反

映
状

況
】

・地
域

・交
通

事
業

者
・市

等
の

連
携

に
よ

る
バ

ス
運

行
、

利
用

促
進

、
利

用
者

利
便

性
向

上
の

取
組

を
進

め
た

。
「乗

車
体

験
会

」に
つ

い
て

は
、

感
染

予
防

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

し
た

。
そ

し
て

引
き

続
き

、
地

域
独

自
の

事
業

で
利

用
促

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
乗

降
場

所
の

現
地

確
認

を
実

施
し

、
利

便
性

向
上

の
た

め
の

話
し

合
い

を
行

っ
た

。

A

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

C

【目
標

値
】年

間
輸

送
人

員
2,

40
0人

【実
  

 績
】年

間
輸

送
人

員
1,

34
5人

〔達
成

率
56

.0
%〕

【実
施

状
況

】
・当

該
バ

ス
は

、
金

川
町

・田
園

町
住

民
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
を

モ
デ

ル
に

、
郊

外
部

の
公

共
交

通
空

白
地

域
に

お
い

て
、

地
域

住
民

が
運

営
主

体
と

な
り

、
交

通
事

業
者

や
市

が
連

携
し

て
運

行
を

行
う

こ
と

を
枠

組
み

に
、

デ
マ

ン
ド

交
通

と
し

て
平

成
30

年
4月

か
ら

運
行

を
開

始
し

た
。

・各
集

落
へ

の
乗

降
場

所
の

案
内

表
示

や
地

域
内

病
院

と
連

携
し

た
ポ

イ
ン

ト
付

与
事

業
等

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

引
き

続
き

新
た

な
乗

降
場

所
設

置
の

検
討

や
定

期
券

及
び

障
が

い
者

割
引

等
の

導
入

を
検

討
し

た
。

・ポ
ス

タ
ー

掲
示

や
周

知
物

の
配

布
に

よ
る

周
知

や
利

用
促

進
を

図
っ

た
が

、
お

出
か

け
の

利
用

者
数

が
減

少
し

、
目

標
の

輸
送

人
員

に
達

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

・ま
た

、
乗

車
体

験
会

を
継

続
し

て
実

施
し

、
単

な
る

移
動

手
段

だ
け

で
は

な
く
、

お
出

か
け

に
よ

る
交

流
の

場
の

提
供

と
し

て
取

り
組

ん
だ

。

【事
業

の
今

後
の

改
善

点
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・市
等

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

・利
用

促
進

の
た

め
、

定
期

券
及

び
障

が
い

者
割

引
等

の
導

入
の

を
進

め
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

新
た

な
乗

降
場

所
設

置
等

の
よ

り
利

用
し

や
す

い
運

行
内

容
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。
・「

乗
車

体
験

会
」等

の
地

域
独

自
の

利
用

促
進

策
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

実
施

を
継

続
し

て
い

く
。

【適
切

な
目

標
値

設
定

】
・令

和
５

年
度

及
び

令
和

６
年

度
実

績
を

踏
ま

え
つ

つ
、

地
域

の
実

情
や

利
用

促
進

策
を

考
慮

し
た

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
。
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令
和

７
年

１
月

　
日

協
議

会
名

：
会

津
若

松
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前
回
（
２
事
業
年
度
前
）
（
又
は
類
似
事

業
）
の
事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事

業
の

今
後

の
改

善
点

（特
記

事
項

を
含

む
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・効
果

達
成

状
況

部
内
協
議
を
踏
ま
え
て
、
青
字
箇
所
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

合
資

会
社

広
田

タ
ク

シ
ー

河
東

地
域

内
交

通
（
河

東
町

）

【前
回

の
評

価
結

果
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・市
等

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

特
に

、
待

合
場

所
の

設
置

状
況

の
検

証
と

増
設

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

・「
乗

車
体

験
会

」等
の

地
域

独
自

の
利

用
促

進
策

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
感

染
症

予
防

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

を
継

続
し

て
い

く
。

【評
価

結
果

の
反

映
状

況
】

・地
域

、
交

通
事

業
者

、
市

等
の

連
携

に
よ

る
バ

ス
運

行
に

取
り

組
み

、
利

用
促

進
の

た
め

の
無

料
運

行
・体

験
乗

車
会

の
開

催
、

広
報

紙
・
S
N

S
に

よ
る

広
報

活
動

、
利

用
者

利
便

性
向

上
に

向
け

た
待

合
乗

降
場

所
の

現
地

確
認

を
実

施
し

た
。

A

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

C

【目
標

値
】

年
間

輸
送

人
員

40
0人

【実
績

】
年

間
輸

送
人

員
23

6人
〔達

成
率

59
.0

％
〕

【実
施

状
況

】
・当

該
バ

ス
は

、
金

川
町

・田
園

町
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
を

モ
デ

ル
に

、
郊

外
部

の
公

共
交

通
空

白
地

域
に

お
い

て
、

地
域

住
民

が
運

営
主

体
と

な
り

、
交

通
事

業
者

や
市

が
連

係
し

て
運

行
を

行
う

こ
と

を
枠

組
み

に
、

デ
マ

ン
ド

交
通

と
し

て
平

成
３

０
年

４
月

か
ら

運
行

を
開

始
し

た
。

・令
和

６
年

度
に

お
い

て
も

利
用

促
進

、
利

用
者

利
便

性
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

〈利
用

促
進

の
取

組
〉

・新
規

顧
客

獲
得

及
び

地
域

内
交

通
へ

の
意

見
交

換
の

場
と

し
て

、
も

の
づ

く
り

と
交

流
を

楽
し

む
乗

車
体

験
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
・新

た
な

利
用

形
態

の
提

案
と

し
て

、
昼

飲
み

と
新

そ
ば

を
楽

し
む

乗
車

体
験

会
を

開
催

し
た

。
・利

用
者

特
典

と
し

て
、

地
元

ス
ー

パ
ー

と
連

携
し

、
買

物
時

の
ポ

イ
ン

ト
付

与
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

。
〈広

報
活

動
の

取
組

〉
・河

東
地

域
の

全
世

帯
に

広
報

紙
「み

な
づ

る
号

ニ
ュ

ー
ス

」
を

配
付

し
た

。
〈利

便
性

向
上

の
取

組
〉

・各
町

内
の

待
合

乗
降

場
所

の
増

設
等

を
検

討
し

た
。

・利
用

が
少

な
い

地
域

の
高

齢
者

に
、

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

利
用

し
や

す
く
な

る
か

等
の

聞
き

取
り

調
査

を
実

施
し

た
。

（総
括

）
・各

種
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

実
施

し
た

も
の

の
利

用
が

伸
び

悩
み

、
目

標
の

輸
送

人
員

に
達

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

【事
業

の
今

後
の

改
善

点
】

・引
き

続
き

、
地

域
・交

通
事

業
者

・市
等

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

・利
用

者
の

増
加

に
向

け
て

、
中

学
生

運
賃

を
小

人
と

同
額

と
す

る
検

討
を

進
め

る
。

・利
用

促
進

の
た

め
、

運
行

エ
リ

ア
拡

大
の

可
能

性
や

新
た

な
乗

降
場

所
設

置
の

検
討

を
進

め
る

。
・運

行
開

始
以

来
の

利
用

実
績

は
ほ

ぼ
横

這
い

で
あ

り
、

運
行

計
画

の
見

直
し

を
検

討
す

る
。

・「
乗

車
体

験
会

」等
の

地
域

独
自

の
利

用
促

進
策

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
実

施
を

継
続

し
て

い
く
。

【適
切

な
目

標
値

設
定

】
・令

和
５

年
度

及
び

６
年

度
実

績
を

踏
ま

え
つ

つ
、

地
域

の
実

情
や

利
用

促
進

策
を

考
慮

し
た

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
。
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令
和

７
年

１
月

　
日

協
議

会
名

：
会

津
若

松
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前
回
（
２
事
業
年
度
前
）
（
又
は
類
似
事

業
）
の
事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事

業
の

今
後

の
改

善
点

（特
記

事
項

を
含

む
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・効
果

達
成

状
況

部
内
協
議
を
踏
ま
え
て
、
青
字
箇
所
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

N
P

O
法

人
み

ん
な

と
湊

ま
ち

づ
く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

湊
地

域
内

交
通

（湊
町

）

【前
回

の
評

価
結

果
】

・地
域

、
市

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
用

者
利

便
性

向
上

の
取

組
を

進
め

る
。

・「
乗

車
体

験
会

」等
の

地
域

独
自

の
利

用
促

進
策

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

な
が

ら
実

施
を

継
続

し
て

い
く
。

【評
価

結
果

の
反

映
状

況
】

・地
域

、
市

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

に
取

り
組

み
、

利
用

促
進

の
た

め
の

乗
車

体
験

会
の

開
催

の
他

、
運

行
主

体
（
地

域
づ

く
り

団
体

）で
実

施
し

て
い

る
イ

ベ
ン

ト
で

の
活

用
や

グ
ッ

ズ
作

成
等

に
よ

り
利

用
促

進
に

取
り

組
ん

だ
。

A

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B

【目
標

値
】年

間
輸

送
人

員
1,

30
0人

【実
 　

績
】年

間
輸

送
人

員
1,

09
0人

〔達
成

率
83

.8
%〕

【実
施

状
況

】
・当

該
バ

ス
は

、
公

共
交

通
空

白
地

域
に

お
い

て
、

地
域

住
民

が
運

営
主

体
と

な
り

市
と

連
携

し
、

令
和

３
年

10
月

か
ら

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
を

開
始

。
・令

和
６

年
度

は
、

地
区

内
の

人
口

減
少

等
に

よ
り

利
用

者
の

減
少

が
見

ら
れ

た
が

、
利

用
状

況
を

踏
ま

え
た

運
行

日
の

検
討

を
行

い
な

が
ら

、
地

域
と

市
が

連
携

し
て

行
っ

た
乗

車
体

験
会

の
実

施
や

運
行

主
体

（地
域

運
営

組
織

）に
よ

る
イ

ベ
ン

ト
で

の
活

用
に

加
え

、
グ

ッ
ズ

作
成

や
ダ

イ
ヤ

改
正

に
伴

う
チ

ラ
シ

の
全

戸
配

布
な

ど
を

行
い

新
規

利
用

者
の

獲
得

を
含

め
た

利
用

促
進

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

目
標

の
輸

送
人

員
の

８
割

を
超

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

【事
業

の
今

後
の

改
善

点
】

・地
域

、
市

の
連

携
に

よ
る

バ
ス

運
行

、
利

用
促

進
、

利
便

性
向

上
の

取
組

を
進

め
る

。
・利

用
者

か
ら

の
要

望
や

利
用

状
況

を
踏

ま
え

、
運

行
日

の
見

直
し

を
進

め
る

。
・新

規
利

用
者

数
の

獲
得

を
図

る
た

め
「乗

車
体

験
会

」や
グ

ッ
ズ

の
作

成
、

お
出

か
け

に
よ

る
交

流
の

場
の

提
供

等
の

取
組

を
と

お
し

、
地

域
の

特
徴

を
生

か
し

た
利

用
促

進
策

を
実

施
す

る
。

【適
切

な
目

標
設

定
】

・令
和

６
年

度
実

績
を

踏
ま

え
つ

つ
、

地
域

の
実

情
や

利
用

促
進

策
を

考
慮

し
た

適
切

な
目

標
値

を
設

定
す

る
。

※
枠

の
大

き
さ

の
変

更
は

可
能

で
す

。
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評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（事
業

実
施

の
目

的
・必

要
性

）

　
会

津
若

松
市

は
、

福
島

県
の

西
部

、
会

津
盆

地
の

東
南

に
位

置
し

、
東

西
に

約
2
0
 ㎞

、
南

北
に

約
2
9
 ㎞

、
市

域
面

積
は

3
8
2
.9

9
ｋ
㎡

で
あ

る
。

市
内

公
共

交
通

は
、

会
津

若
松

駅
や

市
街

地
中

心
部

か
ら

放
射

状
に

、
鉄

道
（
Ｊ
Ｒ

磐
越

西
線

、
只

見
線

、
会

津
鉄

道
会

津
線

）
及

び
バ

ス
路

線
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

　
本

市
の

公
共

交
通

は
、

利
用

者
減

少
の

負
の

連
鎖

や
公

共
交

通
空

白
地

域
の

存
在

な
ど

の
課

題
を

抱
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

2
8

年
3月

に
持

続
可

能
で

ま
ち

づ
く
り

に
貢

献
す

る
公

共
交

通
を

目
指

す
た

め
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
と

し
て

、
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
を

策
定

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
　

網
形

成
計

画
に

お
い

て
は

、
地

域
間

幹
線

系
統

等
の

広
域

路
線

の
持

続
可

能
性

向
上

や
中

心
部

路
線

の
利

便
性

向
上

に
向

け
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

再
編

を
目

指
す

と
と

も
に

、
交

通
空

白
地

域
を

含
め

た
地

域
内

交
通

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
や

特
性

に
応

じ
た

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
・導

入
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
を

取
組

方
針

と
し

て
掲

げ
て

お
り

、
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

と
幹

線
路

線
バ

ス
を

乗
継

拠
点

で
接

続
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

本
市

バ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

全
体

の
利

便
性

向
上

及
び

活
性

化
を

図
ろ

う
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

　
上

記
の

考
え

に
基

づ
く
路

線
再

編
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

と
し

て
、

平
成

3
0
年

3
月

に
は

市
内

路
線

を
中

心
と

し
た

再
編

計
画

で
あ

る
第

1
期

地
域

公
共

交
通

再
編

実
施

計
画

を
、

令
和

2年
8月

に
は

広
域

路
線

を
中

心
と

し
た

再
編

計
画

で
あ

る
第

2
期

地
域

公
共

交
通

再
編

実
施

計
画

を
策

定
し

た
。

　
な

お
、

市
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

の
期

間
後

、
令

和
４

年
３

月
に

市
地

域
公

共
交

通
計

画
を

策
定

、
令

和
５

年
３

月
に

会
津

若
松

市
地

域
公

共
交

通
計

画
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（利

便
増

進
実

施
計

画
）を

策
定

し
て

い
る

。

別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と

の
関

連
に

つ
い

て

令
和

７
年

１
月

　
　

日

協
議

会
名

：
会

津
若

松
市

地
域

公
共

交
通
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会
津
若
松
市
地
域
公
共
交
通
会
議

事
業
名
：令
和
６
年
度
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

平
成
２
６
年
１
１
月
４
日
事
業
開
始

事
業
の
今
後
の
改
善
点

実
施
状
況
、
目
標
・
効
果
の
達
成
状
況

生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画

目
的
・
必
要
性

定
量
的
な
目
標
・
効
果

事
業
・
実
施
主
体

確
保
・
維
持
す
る
系
統
の
概
要

評
価
項
目

前
回
の
評
価
結
果

基
礎
デ
ー
タ

〇
合
併
状
況
：
会
津
若
松
市
が
平
成

1
6
年
に
北
会
津
村
と
、
平
成

1
7
年
に
河
東
町
と
合
併

〇
人

口
：
1
1
1
,3

2
4
人
（
R

6
.4

.1
現
在
・
住
民
基
本
台
帳
）

〇
面

積
：
3
8
2
.9

9
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

〇
高
齢
化
率
：
3
1
.5
％
（
R

2
国
勢
調
査
）

〇
協
議
会
開
催
数
：６
回
（令
和

5
年

1
0
月
～
令
和

6
年

9
月
）

・
地
域
の
特
性
・実
情
に
応
じ
た
地
域
内
交
通
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
幹
線
・支
線
・枝
線
で
の
役
割
分
担
を
図
り
な
が
ら

有
機
的
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
。

・
支
線
・
枝
線
と
し
て
運
行
す
る
地
域
内
交
通
は
、
地
域
住
民
・交
通
事
業
者
・市
等
の
連
携
を
基
本
的
な
枠
組
み
と
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
特
性
・
実
情
に
応
じ
た
運
行
方
法
や
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と
で
、
運
行
の
持
続
性
を
高
め
る
。

系
統

地
域
内
交
通

米
代
・河
東
線

金
川
町
田
園
町
ｺ
ﾐﾊ
ﾞｽ

北
会
津
地
域
内
交
通

河
東
地
域
内
交
通

湊
地
域
内
交
通

地
域

金
川
町
・田
園
町

北
会
津
町

河
東
町

湊
町

―

運
営

金
川
町
・田
園
町

住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
営
協
議
会

北
会
津

地
域
づ
く
り
委
員
会

河
東

地
域
づ
く
り
委
員
会

N
P
O
法
人
み
ん
な
と
湊
ま

ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―

運
行

会
津
乗
合
自
動
車
㈱

会
津
通
商
㈱

合
資
会
社

広
田
タ
ク
シ
ー

N
P
O
法
人
み
ん
な
と
湊

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

会
津
乗
合
自
動
車
㈱

運
行

概
要

・平
成
26
年
11
月

運
行
開
始

・定
時
定
路
線
運
行

・週
5日

10
～

14
時

・運
賃
30
0円

・金
川
町
児
童
会
館
～

神
明
通
り
～

山
鹿
ク
リ
ニ
ッ
ク
西

・平
成
30
年
4月

運
行
開
始

・予
約
型
区
域
運
行

・週
6日

8
～
17
時

・運
賃
30
0
円

又
は
50
0
円

・北
会
津
町
・真
宮
新

町

・
平
成
30
年
4月

運
行
開
始

・
予
約
型
区
域
運
行

・
週
5日

7～
16
時

・
運
賃
30
0円

又
は
50
0円

・
河
東
町

・
平
成
29
年
10
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送

開
始
・
令
和
３
年
10
月

有
償
運
行
開
始

・
予
約
型
区
域
運
行

・
週
４
日

・
運
賃
30
0円

・
湊
町

・
令
和
3年

10
月

運
行
開
始

・
定
時
定
路
線
運
行

・
毎
日

・
運
賃
18
0円
～
65
0円

・
米
代
二
丁
目

～
広
田
駅
前
～
島

目
標

年
間
輸
送
人
員

2,
80
0人

年
間
輸
送
人
員

2,
40
0人

年
間
輸
送
人
員

40
0人

年
間
輸
送
人
員

1,
30
0人

年
間
輸
送
人
員

9,
80
0人

効
果

・公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
交
通
弱
者
の
買
物
、
通
院
、
社
会
活
動
等
の
移
動
手
段
の
確
保
。

・幹
線
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続
・連
携
に
よ
る
、
利
用
者
増
を
通
じ
た
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
活
性
化
。

・高
齢
者
の
外
出
支
援
等
に
よ
る
地
域
福
祉
機
能
の
向
上
や
健
康
増
進
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
。

系
統

地
域
内
交
通

米
代
・
河
東
線

金
川
町
田
園
町

コ
ミ
バ
ス

北
会
津
地
域
内
交
通

河
東
地
域
内
交
通

湊
地
域
内
交
通

実
績

年
間
輸
送
人
員

2
,5

6
9
人

（
達
成
率

9
1
.8
％
）

⇒
【
評
価

B
】

年
間
輸
送
人
員

1
,3

4
5
人

（
達
成
率

5
6
.0
％
）

⇒
【
評
価
Ｃ
】

年
間
輸
送
人
員

2
3
6
人

（
達
成
率

5
9
.0
％
）

⇒
【
評
価
Ｃ
】

年
間
輸
送
人
員

1
,0

9
0
人

（
達
成
率

8
3
.8
％
）

⇒
【
評
価

B
】

年
間
輸
送
人
員

9
,3

4
9
人

（
達
成
率

9
5
.4
％
）

⇒
【
評
価

B
】

実
施

状
況

利
用
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
大
型
商
業

施
設
経
由
へ
の
ル
ー

ト
見
直
し
等
、
利
用

促
進
策
の
検
討
を
進

め
た
。
町
内
の
人
口

減
少
や
高
齢
化
等
に

よ
り
利
用
で
き
な
く

な
る
な
ど
利
用
者
数

が
減
少
し
た
が
、

「
定
例
ラ
ン
チ
会
」

や
「
乗
車
体
験
ツ

ア
ー
」
な
ど
地
域
独

自
の
利
用
促
進
策
に

取
り
組
み
、
目
標
の

輸
送
人
員
の
９
割
を

超
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

各
集
落
へ
の
乗
降
場

所
の
案
内
表
示
や
地

域
内
病
院
と
連
携
し

た
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
,乗
車
体
験
会
等

を
継
続
し
て
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き

新
た
な
乗
降
場
所
設

置
の
検
討
や
定
期
券

及
び
障
が
い
者
割
引

等
の
導
入
を
検
討
し

た
。
ま
た
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
周
知
物

の
配
布
を
行
い
、
利

用
促
進
を
図
っ
た
が
、

お
出
か
け
の
利
用
者

数
が
減
少
し
、
目
標

の
輸
送
人
員
に
達
す

る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

乗
降
場
所
増
設
の
検

討
や
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、

新
規
顧
客
獲
得
及
び

地
域
内
交
通
へ
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て

も
の
づ
く
り
と
交
流

を
楽
し
む
「
乗
車
体

験
会
」
の
開
催
や
地

元
ス
ー
パ
ー
と
連
携

し
た
利
用
者
特
典
の

実
施
等
の
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
だ
他
、

河
東
地
域
全
世
帯
へ

の
広
報
紙
配
付
等
の

情
報
発
信
を
行
っ
た

も
の
の
、
利
用
が
伸

び
悩
み
、
目
標
の
輸

送
人
員
に
達
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

利
用
状
況
を
踏
ま
え

た
運
行
日
の
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
乗

車
体
験
会
の
実
施
や

運
行
主
体
（
地
域
運

営
組
織
）
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
で
の
活
用
に

加
え
、
グ
ッ
ズ
作
成

や
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

う
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
な
ど
新
規
利
用
者

の
獲
得
を
含
め
た
利

用
促
進
に
取
り
組
ん

だ
。
地
区
内
の
人
口

減
少
等
に
よ
り
利
用

者
の
減
少
が
見
ら
れ

た
も
の
の
目
標
の
輸

送
人
員
の
８
割
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

前
身
の
路
線
で
あ

る
熊
倉
・
喜
多
方

線
の
利
用
者
へ
の

周
知
や
冊
子
版
時

刻
表
へ
の
掲
載
、

乗
り
方
教
室
の
実

施
等
に
よ
り
利
用

促
進
を
図
り
つ
つ
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

か
ら
の
回
復
な
ど

も
あ
り
昨
年
度
か

ら
利
用
者
は
増
加

し
、
目
標
の
輸
送

人
員
を
概
ね
達
成

で
き
た
。

今
後

の
改

善
点

地
域
・
交
通
事
業

者
・
市
等
が
連
携
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
利
用
促
進
策
を
進

め
つ
つ
、
新
た
な
利

用
者
の
確
保
等
の
た

め
一
部
便
で
商
業
施

設
が
集
積
す
る
エ
リ

ア
を
経
由
す
る
よ
う

変
更
を
行
う
。

地
域
・
交
通
事
業

者
・
市
等
が
連
携
し

な
が
ら
、
「
乗
車
体

験
会
」
等
の
地
域
独

自
の
利
用
促
進
策
を

行
い
つ
つ
、
新
た
な

乗
降
場
所
の
設
置
や

障
が
い
者
割
引
等
の

検
討
を
進
め
る
。

地
域
・
交
通
事
業

者
・
市
等
が
連
携
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
利
用
促
進
策
を
進

め
つ
つ
、
運
行
エ
リ

ア
の
拡
大
や
乗
降
場

所
の
増
設
、
運
賃
の

協
議
を
行
い
、
運
行

計
画
見
直
し
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。

地
域
・
市
が
連
携
し

な
が
ら
、
「
乗
車
体

験
会
」
等
の
地
域
独

自
の
利
用
促
進
策
を

行
い
つ
つ
、
利
用
者

の
要
望
や
利
用
状
況

を
踏
ま
え
た
運
行
日

の
検
討
を
行
う
。

交
通
事
業
者
・
市

等
が
連
携
し
な
が

ら
、
冊
子
版
時
刻

表
へ
の
掲
載
等
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
や
乗
継

割
引
の
実
施
等
に

よ
る
利
便
性
向
上

と
、
乗
り
方
教
室

の
実
施
に
よ
る
利

用
促
進
を
図
る
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
以
外
の
観
点
か
ら
も
原
因
の
分
析
に
努
め
、
改
善
策
の
検
討
・実
施
・
検
証
を
期
待
。

・
「
乗
車
体
験
会
等
」等
の
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
十
分
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が

ら
新
規
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
さ
ら
な
る
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
。
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会
津
若
松
市
地
域
公
共
交
通
会
議

【
金
川
町
田
園
町
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
】

運
行
日
・ダ
イ
ヤ

運
賃

会
員
券
購
入
者
特
典

１
回
乗
車

3
0
0
円
（
小
人

1
5
0
円
）

会
員
券
（１
カ
月
定
期
券
）
2
,5
0
0
円

※
会
員
券
に
つ
い
て

・
バ
ス
車
内
も
し
く
は
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
七
日
町
店
（
３

番
レ
ジ
）
に
て
購
入
で
き
ま
す
。

・
利
用
期
間
は
原
則
１
カ
月
と
し
、

月
初
か
ら
月
末
ま
で
で
す
。

リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
七
日
町
店
で
は
、
会
員
券
を
お
持
ち
の

方
だ
け
の
お
得
な
コ
ジ
カ
カ
ー
ド
特
典
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
１
】

1
,0
0
0円
以
上
の
お
買
い
物
で
2
0
ポ
イ
ン
ト
進
呈

（
コ
ジ
カ
カ
ー
ド
と
会
員
券
を
提
示
く
だ
さ
い
）

【
そ
の
２
】

リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
券
６
枚
で
会
員
券
と
交
換

（
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
券
３
枚
と
現
金

1
,5
0
0
円
で
も

o
k）

路
線
図

バ
ス
停

第
1
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第
2
便

第
3
便
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館
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東
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北
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北
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ﾞ
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ﾄ
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ﾙ
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ﾄ
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ﾙ
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3
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休
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共
交
通
会
議

【
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津
地
域
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通
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】
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松
市
地
域
公
共
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通
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津
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松
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域
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通
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議

【
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通
①
】
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松
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】

12



会
津
若
松
市
地
域
公
共
交
通
会
議

【
米
代
・
河
東
線
】

会 津 医 療 セ ン タ ー

島 田
斗

田
斗
床
屋
前

大
和
田
鍛
冶
屋
前

大
和
田

熊
の
堂

金
道

南
高
野
別

広
田
駅
前

沢
目

六
丁

田
中
原

藤
倉

槻
の
木

中
前
田

下
柳
原

北
柳
原

三
菱
伸
銅
前

若
松
駅
前

大
町
二
丁
目

大
町
中
央
公
園

大
町
一
丁
目

郵
便
局
前

神
明
通
り

三
の
丁

鶴
ヶ
城
西
口

米
代
二
丁
目

い な に わ 医 院 前

系
統
①
（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
経
由
）

系
統
②
（
広
田
駅
経
由
）

■
運
行
経
路
図

■
ダ
イ
ヤ

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
前
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公
共
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通
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議

【
湊
地
域
内
交
通
】
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議案第10号 

 

北会津地域内交通ふれあい号の運賃改定について 

 

 北会津地区を運行している北会津地域内交通ふれあい号について、利用促進に向け 

運営主体である北会津地域づくり委員会にて運賃等の見直しの検討を行ってきたとこ

ろであり、令和７年４月より運賃等の取扱を下記のとおり提案し、意見を求めるもの

である。なお、いただいた意見も踏まえ、別途、市運賃協議分科会にて協議を行い、

最終的な運賃等の取扱について決定する予定である。 

 

記 

１．運賃の取扱について 

項  目 変 更 後 現  行 

定期券 新たに定期券を導入する。 

〈内容〉 

①金額 １か月定期 ２５００円 

②購入対象者 会津若松市民で 

・６５歳以上の高齢者 

・障がい者手帳を所持 

いずれかに該当する方 

③購入場所 北会津地域づくり委員会

事務局（北会津支所） 

④購入方法 申込書記入・本人確認

（身分証明書・障がい者手帳）の上、 

定期券を発行 

なし 

現金払いのみ 

大人３００円～５００

円  

障がい者運賃割引 障がい者への運賃負担軽減として、障

がい者手帳・養育手帳を提示すること 

により、下記別表１の通り運賃を半額

とする。 

割引なし（通常運賃） 

免許返納者運賃割引 運転免許証を返納された方が、返納後

の通院や買い物など、お出かけの交通

手段として利用する際の運賃負担軽

減。 

「運転経歴証明書」または「運転卒業

証書」の提示により、運賃を半額とす

る。 

割引なし（通常運賃） 

 

＜別表１＞ 

種  別 本人 介護人の運賃の取扱い 

身体障がい者 半額 障がい者本人が第一種の場合のみ半額 

障がい者本人が小人の場合、種別問わず全

て半額 

知的障がい者 半額 半額 

精神障がい者 半額 半額 
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報告第７号 

第１回会津若松市運賃協議分科会の協議結果について 

 

 令和６年 12月 26日に第１回会津若松市運賃協議分科会を開催し、本年２月以降、

本格運行を行う MyRideどこでもバスの運賃等について協議を行ったことから、その結

果について下記のとおり報告する。 

 

記 

 

協議内容 MyRideどこでもバスの運賃及び定期券の取扱等について 

協議結果 原案のとおり決定（全会一致） 

主な意見 

〇利用者や経営側にも負担がない形で、高齢者の外出支援、免

許返納の促進を行っていただきたい。 

〇バスを残すためには利用してもらうことが重要、バスを維持

するためにも「免許返納したら乗る」というのではなく、今

から乗ってほしいと考えている。 

〇65歳以上の高齢者を対象にした「のらんしょパス」など、会

津バス独自で行っているお得な路線バス定期券もあること

から、その周知・広報に努めてほしい。 

〇より多くの方にバスに乗っていただくための取組に力を入

れてほしい。 

その他 当日資料は、別紙２参照 
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別紙２ 

 

１．運賃 

＜現行＞               ＜本格運行後＞ 

エリア内～ 大人 400 円 

エリア内 大障 200 円 

  小人 200 円 

  小障 100 円 

エリア内～ 大人 500 円 

エリア外 大障 300 円 

  小人 300 円 

  小障 200 円 

 

２． 定期券 

＜現行＞ 

千石神明線が運行する区間の往復定期券 

エリア 23 定期券  

エリア 27 定期券  

エリア 42 定期券  

エリア 58 定期券  

のらんしょパス  

金堀線定期券  

 

＜本格運行後＞ 

 

３．その他 ※現行から変更なし 

まちなか周遊バス１日フリー乗車券（MyRide どこでもバス付） 

デジタルチケット（MyRide どこでもバス） 

エリア内～ 大人 400 円 

エリア内 大障 200 円 

  小人 200 円 

  小障 100 円 

エリア内～ 大人 500 円 

エリア外 大障 250 円 

  小人 250 円 

  小障 130 円 

区   分 エリア内～エリア内 エリア内～エリア外 

千石神明線の

往復定期券 

運賃 180 円～260 円 利用不可 利用不可 

運賃 270 円 

※エリア 27 定期券を発行 
利用可能 利用可能 

千石神明線の

乗継往復定期

券 

千石神明線の運賃 180 円～260 円

との乗継  
利用不可         利用不可 

千石神明線の運賃 270 円との乗継 利用可能 利用可能 

エリア 23 定期券 利用不可 利用不可 

エリア 27 定期券 利用可能 利用可能 

エリア 42 定期券 利用可能 利用可能 

エリア 58 定期券 利用可能 利用可能 

のらんしょパス 利用可能 利用可能 

金堀線定期券 

定期券区間 

若松駅前～蚕養神社前から 

八幡苗畑～金堀 

利用可能 利用可能 

上記以外の定期券区間 利用不可 利用不可 
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 参考資料１ 運賃・定期券について 

 

＜千石・神明線 運賃＞ 
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＜金堀線 運賃＞ 

 

 

【１ヶ月定期券額の計算方法】 

〇通勤定期 

 １ヶ月定期券額 ＝ （区間運賃）×２×３０×０．７  

例）区間運賃 180円の場合の１ヶ月定期券額 

    7,560円    ＝   180円 ×２×３０×０．７ 

 ※10.1キロ未満は３割引、10.1キロ以上部分は５.５割引 

 

〇通学定期 

 １ヶ月定期券額 ＝ （区間運賃）×２×３０×０．６  

例）区間運賃 180円の場合の１ヶ月定期券額 

    6,480円  ＝   180円 ×２×３０×０．６ 

 ※10.1キロ未満は４割引、10.1キロ以上部分は８割引 
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＜エリア指定定期券＞ 

 適用範囲内のエリアであれば、自由に乗り降りが可能な定期券。 

 エリア 23、エリア 27、エリア 42、エリア 58の 4種類がある。 

（１）エリア 23 

種別 １ヶ月 ３ヶ月 

通勤 9,660円 27,530円 

通学 8,280円 23,600円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）エリア 27 

種別 １ヶ月 ３ヶ月 

通勤 11,340円 32,320円 

通学 9,720円 27,700円 
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（３）エリア 42 

種別 １ヶ月 ３ヶ月 

通勤 17,640円 50,270円 

通学 15,120円 43,090円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）エリア 58 

種別 １ヶ月 ３ヶ月 

通勤 24,360円 69,430円 

通学 20,880円 59,510円 
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＜のらんしょパス＞ 

65 歳以上の方を対象に、適用エリア内なら会津バスの路線バスに乗り降り自由な定期券。 

種別 １ヶ月 

販売額 1ヶ月 6,500円 

対象者 65 歳以上の方 

区 間 会津若松市内の適用範囲（エリア５８と同一範囲） 

発売日 使用開始の７日前 

継続購入 
14日前より購入可能 

（購入時、旧券または AIZUNORUCAを持参） 

 

 

※市内８店舗のリオン・ドールで「のらんしょパス」と「コジカカード」を合わせて提示すると、

通常より多くのポイント（1 回のお買い上げ税抜 1,000 円以上で 20 ポイント）がもらえる限定

企画を実施中。なお、利用は１日１回限り。 
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参考資料２ 本格運行後の運行エリア 

 

＜本格運行後（令和７年２月～）の運行エリア＞ 
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会津若松市地域公共交通会議設置要綱

（平成21年２月23日決裁）

（平成 24 年２月１日決裁）

（平成27年１月30日決裁）

（平成 28 年５月 1 日決裁）

（令和３年４月 19日決裁）

（令和４年６月 28日決裁）

（令和６年 11月 27日決裁）

　（目的）

第１条　この要綱は、会津若松市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）の設置及び運営に

関し必要な事項を定めることにより、道路運送法（昭和26年法律第183号）及び地域公共交通の活

性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号。以下「活性化・再生法」という。）の規定に基

づき、地域における需要に応じた旅客輸送の確保と利便性の向上を図り、もって地域の実情に即し

た住民への輸送サービスを提供することを目的とする。

　（交通会議の事務所）

第２条　交通会議の事務所は、会津若松市役所内に置く。

　（協議事項）

第３条　交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。

　⑴　活性化・再生法第５条第１項の規定に基づく地域公共交通計画及び同法第27条の16第１項の規

定に基づく地域公共交通利便増進実施計画（以下「法定計画」という。）の策定及び変更に関す

る事項

　⑵　法定計画に位置付けられた事業の実施に関する事項

　⑶　地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様等に関する事項

　⑷　市が運営する有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項

　⑸　道路運送法第79条の規定に基づき、自家用有償旅客運送の登録（同法第79条の６

　　第１項の規定に基づく有効期間の更新及び同法第79条の７第１項の規定に基づく変

　　更登録を含む。）を申請する場合における運送の必要性、旅客から収受する対価に関

　　する事項

　⑹　道路運送法第79条の12第１項第４号の規定による協議が調った状態でなくなった

　　ことに関する事項

　⑺　前各号に掲げるもののほか、交通会議が必要と認める事項

　（委員）

第４条　交通会議の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者をもって構成する。

　⑴　一般乗合旅客自動車運送事業者の代表

　⑵　一般貸切旅客自動車運送事業者の代表

　⑶　一般乗用旅客自動車運送事業者の代表

　⑷　一般旅客自動車運送事業者の組織する団体の代表　

　⑸　鉄道事業者の代表　

　⑹　住民（又は利用者）の代表　

　⑺　国土交通省東北運輸局福島運輸支局長が指名する者

　⑻　国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所長が指名する者

　⑼　一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表

　⑽　福島県会津地方振興局長が指名する者

　⑾　福島県会津若松建設事務所長が指名する者

　⑿　福島県会津若松警察署長が指名する者

　⒀　会津若松商工会議所会頭が指名する者

　⒁　会津若松市副市長

　⒂　会津若松市企画政策部長

　⒃　学識経験者その他の交通会議の運営に関し必要と認められる者

　⒄　現に自家用有償旅客運送を行っている特定非営利活動法人等の団体に所属する者の

　　うちその代表者が指名する者
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２　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

３　補欠による委員の任期は、前任者の在任期間とする。

４　第１項第１号から第13号までに掲げる委員については、交通会議に代理人を出席させることがで

きる。

　（会長及び副会長）

第５条　交通会議に会長及び副会長２名を置く。

２　会長は、前条第1項第14号に規定する委員をもって充てる。

３　会長は、交通会議を代表し、会務を総括する。

４　副会長は、委員の中から会長が指名する。

５　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

　（交通会議の運営）

第６条　交通会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。

２　交通会議は、委員の半数以上が出席しなければこれを開くことができない。

３　交通会議の議事は、出席委員（代理人を含む。）の３分の２以上の同意により決する。

４　交通会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運

営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとする。

５　交通会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して資料を提出させ、又は会議への

出席を依頼し、助言等を求めることができる。

　（協議結果の取扱い）

第７条　交通会議において協議が調った事項について、交通会議の委員はその結果を尊重し、当該事

項の誠実な実施に努めるものとする。

　（交通会議の幹事会）

第８条　交通会議は、第３条に掲げる協議を円滑に行うため、必要に応じて幹事会を置くことができ

る。

２　幹事会の設置及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　（分科会）

第９条　交通会議は、第３条に掲げる事項及び運賃、料金について専門的な調査、検討等を行うため、

必要に応じて分科会を置くことができる。

２　分科会の設置及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　（交通会議の事務局）

第１０条　交通会議の業務を処理するため、事務局を会津若松市企画政策部地域づくり課に置く。

２　事務局の設置及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　（交通会議の経費）

第１１条　交通会議の運営に要する経費は、会津若松市からの負担金その他の収入をもって充てる。

　（交通会議の監査）

第１２条　交通会議に監事２名を置く。

２　交通会議の出納の監査は、構成員の互選により選任された監事によって行う。

３　監事は、監査の結果を会長に報告しなければならない。

　（交通会議の財務）

第１３条　交通会議の予算の編成、現金の出納その他の財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。

　（交通会議が廃止された場合の措置）

第１４条　交通会議が廃止された場合においては、交通会議の収支は、廃止の日をもって打ち切り、

会長であった者がこれを決算する。

　（補則）

第１５条　この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関して必要な事項は、会長が交通会議に

諮り定める。

　　附　則

　（施行期日）

１　この要綱は、平成21年３月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

　（委員の任期の特例）

２　第４条第２項の規定にかかわらず、施行日以降に初めて選任された第４条第１項第６号及び第９

号に掲げる委員の任期は、平成22年１月20日までとする。

　　附　則
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　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。
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